
平成２８年２月２０日発行

住みよい福祉のまちづくり 第５３号

原市9区（小森谷順一区長）では、原市9
区簗瀬公会堂において、地域と住民の交流
会を隔月で開催しています。
12月の開催は、第3土曜日の19日に、2時

間行いました。小さなお子様5名を含めて2
5名の参加者でした。今回の催し物は、安
中ハーモニカクラブの真下さんと阿部さん
の演奏を聞いたり、一緒にうたったりして
楽しみました。その後、カラオケをしたり
参加者同士で話をしたり、交流を図って貴
重な時間を楽しく過ごしていました。
なお、区長さんの話では、サロンとして

活動すると活動回数等の制約があるので、
取りあえず今の形で、交流会として発足し
たようです。試みは、交流会を通じて高齢
者と住民が顔見知りとなり、災害時の安否
確認につながればと思っているそうです。

（櫻井）

地域で楽しく交流会 ～原市9区～
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支部社協地区会議を開催しています！
～避難行動要支援者図上訓練で災害時の支援を考える～

14地区の支部社協で1月～3月の間に支部社協地区会議を開催しています。会議

では、支部の役員さんが区ごとの小グループに分かれ、支部社協の活動の確認や

避難行動要支援者名簿を活用して、災害時に避難支援が必要な方を地図にマーキ

ングし、避難所の確認や山や川などの危険箇所にも印をつけて、自分の住んでい

る地域の把握及び名簿登録者の支援を考える図上訓練の実施と訓練の感想や地域

で今後どのような活動が必要なのかを参加者に意見をだしていただき災害時の支

援を検討しています。

会 議 の 感 想

○名簿登録者以外にも避難支援が必要な方はいると思うので、登録を促す必要があ

ると感じた。

○災害時の避難について考える時間になった。

○避難行動要支援者名簿を初めて知った。

○住んでいる地域で危険な場所が再確認できた。

○大雪の支援も地域で考える必要があると感じた。

避難行動要支援者名簿とは？

災害が発生した際に、避難行動要支援者に対して迅速な避難支援や安否確認等が実施できるよう

に事前に登録し、避難支援が必要な方を把握する行政が作成している名簿です。平常時から避難支

援実施関係者（消防機関、警察、区長、民生委員、社会福祉協議会など）には、情報提供ができる

ことになっています。そのため、登録希望する方は、同意確認書の記入が必要となります。

全体の会議の様子（西横野地区） 地図にマーキング
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情報は
社協事務局へ

安 中 本 所 ℡ ３８２－８３９７
松井田支所 ℡ ３９３－３９４８

「姉が入院した時、病院は意外に足腰が
冷えると知って、最初はベストを編んでみ
たけれど誰にでも使えるからストールにし
ました。」松井田町人見にお住いの瀬間文
子さんは12年前から毎年続けて、手編みの
ストールを10枚程社協に寄付してくれてい
ます。1枚仕上げるのには2～3週間、18玉
の毛糸を使うとのこと。多趣味でお忙しい
毎日の中、コツコツと編み続けていますが、
利用者からの感謝のお手紙をいただき励み
になっているそうです。 （鈴木美）

感謝の手紙を励みに
ストールを寄付

ストールの説明をする瀬間文子さん

12月15日（火）、㈱上毛新聞ＴＲサー
ビスを訪問し、広報委員会委員研修会が
行われました。

編集・校正する知識を習得することを
目的とし、県内最大35万部の発行部数を
誇る情報誌「Ｄeli-Ｊ」の小林編集長、
山田編集委員と情報交換、そして「社協
あんなか」を見て、アドバイスをいただ
きました。

大変有意義な研修となり、研修で学ん
だことを今後の編集・校正に活かしたい
と思います。 （和田）

情報交換をしている様子

編集・校正を学ぶ
広報委員会委員研修

外 出 時 に ご 利 用 く だ さ い ！

「 福 祉 車 両 」 の 貸 出
介護を必要とする高齢者、障がい者と共に通院や買い物等に外出するとき、

車椅子のまま乗車できる車両の貸出を行っていますのでご利用ください。

【対象】

市内の介護を必要とする高齢者や障がいのある人がいる家族等

【費用負担】

燃料代実費（ガソリンを満タンにして車両を返却していただきます。）

【問い合わせ】

社会福祉協議会 安 中 本 所 住所：安中市安中３－１９－２７ 電話：３８２－８３９７

松井田支所 住所：安中市松井田町新堀２４５ 電話：３９３－３９４８
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市内社会福祉施設等紹介第31回

みんなで楽しくレクリエーション 願いを込めた手作り絵馬

施設名 ケアステーション ピース安中
所在地 安中市中宿2180‐2
定 員 デイサービス35名
連絡先 027-380-5020 設 立 平成16年8月

概 要
中宿の商業施設の裏手を入って行き、碓

氷川沿いの住宅街にあります。優しさ、楽

しさ、生きがいに出会う施設を目指し、利

用者さんに満足してもらえるように、地域

の福祉の灯台となるという基本方針で、介

護職員10名、看護師2名が現場で働いてい

ます。施設に入ると、どの職員からも大き

な声で挨拶され元気で明るい雰囲気を受け

ました。

あちらこちらに手作りの物が飾られ、段

ボールで作られた絵馬には『ピースに元気

に来られるように・・』と書かれた絵馬が

多く、ここで楽しく過ごされているのを垣

間見ることが出来ました。

センター長の神澤さんと、職員の石井さん、今井さんに施設の案内をしていただきお話をお

伺いしました。

施設では、昔ながらの縁側でお茶飲みする様な雰囲気で過ごしていただき、ご家族の次に近

い存在で寄り添う介護に努めているそうです。また、活動が一律にならない様にと、クラブ活

動として利用者さんが選択する習字、手芸、日曜大工、園芸、認知予防があり、「青春に戻ろ

うクラブ」は、若い頃の歌や回想法を用いたりし、楽しく活動しているとの事でした。フロア

に筋力マシンがあり、筋力維持にと積極的に体を動かしているそうです。施設外に初詣やお花

見など季節の行事もあるそうです。お話を聞いていると、ホールから楽しそうな声が聞こえて、

のぞいてみると、職員手作りボードでゲームをして皆さんで盛り上がっていました。

3人とも、人と関わる事が好きで、出来なかった事が出来たり、意思疎通が難しい方と会話

が通じた時など、一緒に喜び笑顔で過ごせる事が、忙しい仕事の中で励みになり、また、職場

の人間関係が大切で個々を尊重しながら共通認識を持ち仕事していると、笑顔でお話していた

だきました。 （市川）



( 5 )

地 区 別 募 金 実 績 （ 単 位 ： 円 ）

共同募金運動を、10月1日から12月31日までの期間で実施しました。
社会が大きく変化する中で、さまざまな地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を支援する仕組み

として、市民のやさしさや思いやりを届ける運動です。
市民の皆様からいただいた募金は、地域福祉を活性化する事業や福祉関係施設等で使われます。皆

様のあたたかいご協力に心から感謝を申し上げます。

清水辰吉 石坂茂吉 春田敏江 矢野和代 美斉津旦 加藤弘一 佐藤き恵 須藤勲 悪澤重子

茂木とめ子 小林喜代 安中美術手工芸 安中造形美術協会 安中菊花会 安中市民クリスマス

安中ロータリークラブ 曹洞宗一乗会 認定こども園原市赤心幼稚園 認定こども園原市赤心幼稚

園父母の会 安中市グラウンドゴルフ協会 カンナの会互助会 ＳＤＡ安中キリスト教会 立正佼

成会高崎教会 清水建築事務所 細野保育園職員一同 細野保育園保護者の会 西横野ダンスクラ

ブ 白鳩保育園 白鳩保育園保護者の会 西横野保育園職員一同 西横野保育園保護者の会 グラ

ンドゴルフ人見寿会 松井田下町長寿会 うで自慢大会実行委員会 手話サークルやまびこ 日本

キリスト教団松井田教会 松井田町シニアゴルフクラブ 中宿新明クラブ 三和第一クラブ・三和

第二クラブ 金子屋商店お客様一同 安中地区民生委員児童委員協議

会 原市地区民生委員児童委員協議会 磯部地区民生委員児童委員協

議会 東横野地区民生委員児童委員協議会 岩野谷地区民生委員児童

委員協議会 板鼻地区民生委員児童委員協議会 秋間地区民生委員児

童委員協議会 後閑地区民生委員児童委員協議会 松井田地区民生委

員児童委員協議会 臼井・坂本地区民生委員児童委員協議会 西横野

地区民生委員児童委員協議会 九十九・細野地区民生委員児童委員協

議会 安中市役所職員一同 安中市役所松井田支所受付窓口募金 安

中市社会福祉協議会職員一同 匿名

地 区 募金額 地 区 募金額

安 中 865,450 後 閑 173,000

原 市 964,750 松 井 田 262,750

磯 部 444,750 臼 井 140,750

東 横 野 298,500 坂 本 79,000

岩 野 谷 232,750 西 横 野 451,750

板 鼻 365,500 九 十 九 122,750

秋 間 305,000 細 野 155,500

合 計 4,862,200

平成2７年度 共同募金運動報告

歳末たすけあい募金の個 人 ・ 職 域 募 金 を い た だ い た 皆 様

法人・小中高等学校・職域・街頭・個人
（ 単 位 ： 円 ）

合 計 2,237,821

（敬称略・順不同）

地 区 別 募 金 実 績 （ 単 位 ： 円 ）

地 区 募金額 地 区 募金額

安 中 749,800 後 閑 138,400

原 市 762,832 松 井 田 212,200

磯 部 370,200 臼 井 112,600

東 横 野 237,400 坂 本 63,400

岩 野 谷 186,200 西 横 野 361,000

板 鼻 292,400 九 十 九 98,000

秋 間 243,600 細 野 124,400

合 計 3,952,432

個 人 ・ 職 域 募 金 （ 単 位 ： 円 ）

合 計 1,065,560

赤い羽根共同募金 歳末たすけあい募金

＊赤い羽根共同募金の法人、小中高等学校、職域、街頭、個人の募金協力の掲載については、来年度の「群馬県共

同募金会 安中市支会運営委員会」で、協議させていただき決定したいと思いますのでご了承ください。

募金を渡す清水辰吉さん（左）
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「自分たちの住むまちを自分たちの手で住み続けられるようにしたい！」こうした住民の思いを

形にした地域福祉活動です。サービスを利用する人（利用会員）も提供する人（提供会員）も同

じ安中市に住む住民同士です。行政の制度や公的なサービス（介護保険等）では出来ないサービ

スを、有償でボランティアが手助けをしてくれる事業です。

①簡単な家事援助サービス（食事の支度、後片付け、洗濯、掃除・整理整頓布団干し等）

②簡単な外出代行サービス（近所の買い物等 ＊車の運転が伴う場合、利用会員は同乗できません。）

③趣味共有サービス（お話し相手、近所の散歩の付き添い、お茶飲み相手等）

④子育て支援サービス（お留守番の付き添い、乳幼児及び児童の世話、遊び相手等）

⑤その他（庭木の水やり、代筆、電球交換、ペットの簡単なお世話等）

＊上記に載っていないサービスでも相談に応じますが、公的なサービスが優先になりますので、

場合によっては提供できない場合や時間調整が掛かることがあります。

提供会員 利用会員

社会福祉協議会

＊注 意
サービス提供するまでに時間を要すこと

があります。内容によっては、サービス提

供ができない事もあります。

③サービス提供
①相談・申込

②提供依頼 ④利用料（チケット）

⑤報酬 ＊会員登録やチケット販売を社会福祉協議会で行っています。

＊利用会員、提供会員の相談に応じます。

住民参加型福祉サービス「きずな」はどんなサービスですか？

どんなことを手助けしてくれるのですか？

料金はどのくらいかかるの？

【サービスのしくみ】

利用される方は、1時間700円の料金が必要となります。サービス提供された方は1時間500円の報

酬が支払われます。利用会員・提供会員共に登録料として1,000円が必要となります。

＊登録料、チケットと報酬額の差額は、保険代や事務費として利用します。

住民参加型福祉サービス「きずな」

お願い
現在、松井田地区のボランティアをしてくれる提供会員が、不足しています。本事業は、多

くの提供会員の登録者がいることにより、多くの困りごとに対応でき、利用会員が安心して楽

しい生活を送ることができます。住民一人ひとりが、支えあいの大切さを理解していただき、

多くの方に登録とご協力をいただきたいと思います。

興味のある方は下記までお問い合わせください。特に松井田地区の方のご協力をお願いいた

します。

【問い合わせ】

社会福祉法人安中市社会福祉協議会

安 中 本 所 安中市安中3-19-27 安中市地域福祉支援センター内 電話382-8397

松井田支所 安中市松井田町新堀245 安中市役所松井田庁舎内 電話393-3948
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餅つきをする小林さん

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 通 信

閉じこもりがちな生活をしている高齢者の交流や仲間づくり等を通じて、孤独感や不安感の解消、

介護予防の促進等を図るふれあい・いきいきサロンに対して助成をしています。

【金 額】 1回の開催 2,000円 年間上限30,000円（15回以上開催の場合）

＊年度途中に新たに設置したサロンについては、開催回数に応じた金額を助成

【開催回数】 原則として月1回以上 ただし、地域の実情に応じて柔軟に対応しています

【運営主体】 民生委員児童委員、老人クラブ、ボランティア、地域住民等のグループ

【利用者数】 おおむね10名以上を一つの単位とし、地域の規模や会場スペースに応じたもの

【開催場所】 原則として利用対象者が気軽に歩いて来ることができる地域の公会堂や住民セ

ンター、個人宅等 ただし、調理をする場合は衛生上の確保がはかられている

ことを条件としています

サ ロ ン 通 信
ふれあい・いきいきサロン助成事業について

もちつきボランティアは平成16年に発足
し、現在市内を中心に4名(男女各2名)で活
動しています。
代表の小林定吉さんは、苗を植え、育て、

収穫までほぼ1人で行っており、極力農薬
を使わない安全で安心なもち米づくりにこ
だわっています。結成当時は、近隣市町村
も視野に入れ活動していたが、ここ数年は
市内の障がい児者施設のみを対象とした活
動となっています。「障がい児者の笑顔は
何物にも代えがたい。もちつきをしている
うれしそうな笑顔を見ると、もち米を作る
苦労が報われる。体の続く限り支援を続け
たい。」と話していました。

活動は１２月を中心に依頼者と日程調整
しながら行っているため、「希望される施
設は早目の連絡を」と呼びかけています。

（萩原）

寄付者の紹介（敬称略・順不同）

・久保有美子 ・ＪＡ碓氷安中（農業まつり実行委員会） ・東邦亜鉛グループ社友会

・信越化学労働組合磯部支部 ・ファームドゥ株式会社 ・田村製菓お客様一同

・安中市民生、児童委員ＯＢの集い安中市仁友会 ・匿名 ＊東日本大震災義援金は除く

平成27年12月1日～ 平成28年1月31日

ボ ラ ン テ ィ ア 紹 介
「 も ち つ き ボ ラ ン テ ィ ア 」
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編集・発行 社会福祉法人安中市社会福祉協議会 http://www.annakashakyo.com/
安 中 本 所 安中市安中3-19-27 安中市地域福祉支援センター内 ℡382-8397
松井田支所 安中市松井田町新堀245 安中市役所松井田庁舎内 ℡393-3948

心配ごと相談について (３月・４月）

（安 中 本 所）と き：毎週木曜日 9:00～11:30（祝祭日を除く）

３月 ３・１０・１７・２４・３１ ４月 １４・２８
ところ：安中市地域福祉支援センター １F

（松井田支所）と き：毎週月曜日 13:30～16:00（祝祭日を除く）

３月 ７・１４・２８ ４月 ４・１８
ところ：安中市役所松井田庁舎 ２F第９会議室

大事にしていたおもちゃが壊れてしまって遊べない…直ったらまた楽しく遊べるのになぁ！！そ

んなおもちゃをドクターたちが心を込めて直しています。おもちゃ直しに興味がある方、子ども好

きな方…是非おもちゃの病院のスタッフになってみませんか。

【説明会日時】平成28年3月30日（水） 13：30～16：00

【会 場】安中市地域福祉支援センター２階ボランティア活動室（住所：安中3-19-27）

【対 象 者】年齢は問いません。市内、近隣に在住な方。機械いじりが好きな方大歓迎です。

【内 容】おもちゃの直し方講座。（デモンストレーション） 電池やハンダ付けの説明。

【参 加 費】無料。＊壊れたおもちゃをお持ちの方は、その場で指導するのでご持参ください。

【申し込み・問い合わせ】

安中市ボランティアセンター 電話 382-8397

安中おもちゃの病院スタッフ募集

福祉バス運転手募集について
当会では福祉バスの運転手を募集いたします。ご希望の方は当会までお問い合わせください。

【募集人数】 １名

【条 件】 ① 大型自動車免許を有し、大型自動車の運転経験がある方 （二種免許は不要）

② 65歳未満の方 ③ 当会の事業に理解のある方

【賃金形態】 時給制（当会規程による）

【選考方法】 書類選考 面接 ＊平成28年3月15日（火）までに履歴書の提出をお願いします。

【勤務形態】 1ヶ月ごとの交替勤務 （月によって運行回数が異なります）

【業務開始日】 平成28年4月1日（委託契約予定）

【問い合わせ】 安中市社会福祉協議会

安中本所 電話 382-8397
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